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　慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究機構（DMC 研究機構）を前身として，2010

年度に，慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ統合研究センター（DMC 研究センター）がスター

トしました．6 年目の今年度，研究センター副所長は 2 人体制となり，これまでの活動に加えて，新し

い活動も始まりました．研究センター創設以来，アナログとデジタルのコンテンツが相互補完的に作用

する新しいミュージアムの在り方，方法論，技術，可能性に関する議論と実践を進めてきました．この

活動は「大学におけるデジタルミュージアム」という方向を見ながら徐々に深化してきています．加え

て，慶應義塾大学が正式に加盟した MOOCs（Massive Open Online Courses）配信事業体 FutureLearn

に関する推進・支援も本研究センターのミッションに加わりました．FutureLeran における講義配信は，

デジタルメディアを活用した，大学の持つ「知」のグローバルな発信を実現するものであり，新しい大

学教育のスタイルを開くものと期待されています．本紀要では，このような DMC 研究センターの新た

な息吹をお届けできたのではと思います．今後の活動にもご期待ください．

　本年度は，DMC 研究センターの活動を牽引されてきた斎藤英雄先生が研究センター副所長を退任さ

れました．また，本研究センターの活動にご尽力を頂いた鶴岡修さん，石田幸生さん，大前美由希さん

が退職されます．そして，この紀要の編集を最後に，職員の鈴木秀樹さんも本研究センターを去られる

ことが決まっています．長い間，ありがとうございました．
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